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1939年度大接近期に於ける
　　火星協同槻測結果報告
遊星面課長　伊達英太郎
　　第4画
シレ1ヌム海
　（1200tv1800）
（v）
　この地匪一帯は火星表面二三も淋しい部分である事は，先回の報告にも記し
たが，今回は，只シtZ　lヌム海がDisk中央やN上を通過すると云ふ丈けでシ
レ！ヌムのより細い三三を見突め様と努力したが，前述した理由で充分の結果
を得られなかった．南四球が地球へ向くので，南極地方の海の詳細を見るべく
努たのだが，一帯に淡黒い振がりがキヤツチ出土たのみである．
　シレ1ヌム海は東織部が濃く，西恥部がやし淡い事は，確實に見られたが，
それ以上詳細な黒占を見られぬ事は頗る遺憾である．
　運河一婦孚球に位置する運河は，シレ1ヌム海から，第5匪のトリビウム
沼へ走ってみるタルタルスと，その東方のギガスとの2つが新に濃く，この2
運河を境となす部分が一帯に淡黒く，コントラスト効果の一例を示してみる．
tの2運河は，との地鼠の運河として最：もよく目を引いたもので，20糎以上の
口径の観測山雨10糎反封の樋上氏にも認められてみる．
　　　　　　　　　　　　　　　第5匡
　　　　　　　シンメワウム海，エリシウム，　トリヴィウム沼等
　　　　　　　　　　　　　　（1800．v2500）
　次の第6旺に亥V・で，望遠鏡所有者に喜ばれる地匝で，先づ第一にDisk上
に目につくのは，上牛部を東西に横はるシンメリウム，チレヌ1ム雨大海であ
らう．流石にこのシンメリウム海はその全姿をDisk中央上部にハツキリと横
たへ，北側沙漠部に面した側には，ラストリゴ＝ウム湾，シクロプス轡の2濁
が目立ち，今回は新にラストリゴニウム湾に東接する位置にあるシンプレガデ
ス島が非常に：良く見られた．
　との島は，天界217號の火星圖には書かれてないが，非常に顯著な存在であ
ったが，1937年度には誰にも見られなかったに係はらす，今回は筆者にのみで
はあるが容易くキヤツチ出來たものである．伺，この島は，アントニヤヂ氏の
圖では3つに分れてみるが，小生の26糎には，シ1イングも理想的ではなかっ
たが，1つにしか見えなかった．（第3圖参照）
　シレ1ヌム，シンメリウムの南方エレグトVス，エリダSや等の圓形大陸は
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明瞭に見られ，シモイス．
ろカマンデル等の運河も認
められ，この邊一帯は，37
年度に見られぬ詳細を認め
得た．
　赤道から北方へ行って有
名なエリシウムは，矢張り
制然とした形は認められす
他の地方と大髄同色をして
新に白色が彊いと云ふ事も
なかったのは，1937年度と
大差無かった．
　シンメリウムからトリヴ
4ウム沼へ導いてみるセル
ペルス運河一一pa河中最も
濃く太いもの一は，今回
も非常に顯著で，26糎附鋤
の361iEプアィンダに40×を
使用して，確々に瞥見し得
た程，濃い存在だつた．四
って8翼鏡以上の使用者に
は全部認められてみる．
　トリヴィウム沼からハデ
ス運河を経てプロボンチス
1，IIは，37年度非常に顯著
だつたが，今回はDiskの
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第3圖乙贋，醤耶
下端近くであった貯めプ・ポンチス1の方のみDiskの下端に見られた．
　　　　　　　　　　　　　　　第6N
　　　　　　　　　　チレ1ヌム海，大シルチス附近
　　　　　　　　　　　　　　（2500．v3100）
　常に云ふ如く，火星面上最も吾々の目を樂しませてくれる地Nである．大シ
ルチスは常と墾らすその雄大な姿をDiskの中央に見せ・其上部にはヘラス大
陸が弓形の姿を現はしてみる．
　大シルチスは・今回は・Diskの中央を通過するので・其正しい形態をキャ
ッチする事が出來・各親測者の見取圖の中・シルチスの部分許りを4枚撰出し
て天界第221號と223號の口雷に獲表しておV・たが・樋上敏一氏の見取圖中に大
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分趣の異ったシルチスの諮があるので第4圖としてここに禍出する．シルチス
の北端から曲った＝ロシルチスとナサモンが非常に濃く，その間が淡黒く・一
見太い1本の蓮河の如く見られ
る．この10糎鏡にとれ位見られ
る程附近の運河は濃く見られ，
シルチスの東方トス・ネペンテ
スの大力1ヴは26糎には，直感
の最初から最後迄明瞭に観測出
下る位濃い存在であった．樹シ
ルチスの色彩は大毒として濃緑
二色であった．
　シルチスの南部，ヘラス大陸
は・他の大陸や沙漠に卜し白色
が臨く，黄白色を呈し，このヘ
ラスの中央部に位置するヂ1湖
は・今回の接近には是非共と期
唱解、．，
紘　　・垂・．．，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4圃　　樋上敏一氏　8月3日
待してみた筆者に，7月29目夜の良シ1イングの許に初めて其姿を見せてくれ
X’c，　」ζ，樋上氏も6月27日と8月1日の見取圖に微に書V・ておられる・
　次に，ヘラス大陸の西側を走る，ヤオ＝ス海峡は37年39年度共に濃V・が・特
に今回は非常に彊く目を牽いた存在であって，シルチス南部から褒して・ヘラ
スの西側を腕々と痛き，南極海（オ1ストラ1レ海）に七ってるるのは園圃であ
・つた．
　前後したが，シルチスの東方，前述のシンメリウム大海の西端部とヘスペリ
ヤの鮎に一言したい．この部分は，1937年度にはシンメリウム海の西端部は尖
っており，ヘスペリや中のビリ1ヤ湖がよく見られ・天界317號の火星圖通りの
常態を示してみたが，今回は，シンメリウム海の先端部が奇妙に膨れ（第3圏
参照）ヒリャ湖をどうしても確認する事は不可能であった顯から見て，或はシ
ンメリウム海とヒリや湖が合一したか，又は紗く共シンメリウム海とヒリや湖
の間の部分が特に濃くなって合一された如く見えたのではなからうか？
　チレ1ヌム海は，アント昌ヤヂ氏の火星圖には（第3圖参照）澤山の斑黙の
集合から成ってみるが，今回は20糎以上のロ経の望遽鏡でも斑殿に分離出來塗
かった．因にこのチレ1ヌム海は37年度に，渡邊恒夫氏が，花山のクク30糎屈
折を使用して数ケの斑黙に分離’された海である．
　シンメリウム海と大シルチスの間にあるリブや都は，今回もハツキリ認めら
れ，37年と大差無い形状を示してみた．このリブや部を横切るトリトン蓮河が
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7月29日確實にキヤツチ出來た．シルチスを認んで，このリブヤの三二側デル
bトン湾は，今回は37年度程明瞭に分離拙來なかったが・相當著しい形状を呈
してみた．
　シルチスから出てみるトスネペンテス大二曲運河に接績してみるカシゥス逮
河は，37年度は斑顯の連鎖に見られたが，今回は，Diskの下端に近い爲力、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’斑白1伏には見えなかった．
　シルチスの北端にあるアスチユサペス，ニロシルチス（前述），ナサモンは，
ナサモンが見難かつたが，他の2本は確認する事が出來た．
　　　　　　　　　　　　　　　第7匹
　　　　　　　　　　　　　　爾　極　地　方
　南極冠一協同観測を開始した5月初旬は・南極冠は非常に低緯度（約一一　50。）
迄憤がつてみたが・逐次艇庫國を縮めつx？容解を績け・6月初旬には一40。位と
なり，6月1日火星の秋分を過ぎてから目立って其溶解が盛んになって來，樹衝
の頃（7月23日）には一70。邊迄溶解し・8月に入ると、其溶解速度は急激となり，
中旬には・二形が見える様になり・24・25雨日には・極冠の縁に切れ込みが見
えたり等しつs，消失に近付き，9月10日頃には，僅かに白色の部分を残すの
みとなって，火星の冬至に近付き・18日には殆んど確認出來ぬ位に縮少した．
　北極冠一一観測開始白血は全然見られなかったし・又・北牟球は見難かつたが
7月に入ってDiskの傾きが少くなり，北磁心が大分見える様になってからは
北極冠の結成に注意してみたが，それ迄，北極附近一帯を蔽ってみた黄白雲が
消失すると果然7月8日の筆者の観測に北極冠らしきものを認め・以後僅かつ
つではあるが日増しに範園の振がるのを見る事が出納・8月中旬頃には，小口
径機にも見られる位大きくなって來・冬至に近付くにつれ晶々大きくなり，9
月初旬には＋500邊迄披がつて來たのを認め得たが・其後の観測が無いので不
明である．
　この北極冠の結成に當っては・急報にも記した如く・結成に先立って，極地
一帯に黄雲が蔽ぴ・これが消散すると其下に雪冠が結成されると云ふ詮を裏書
きし得た事・は，今期観測に當っての牧獲の1つであった．
　　　　　　　　　　　　今回の衝における特異現象
　以上の槻測概況によって大腿今回の衝に於ける表面模檬のアウトラインを述
べたと思ふが，今一度これを’振り返って，特に注意し度い現象をピックアップ
すると下の如くなる．
　1）火星の高度が不足だつた爲・全般に二ってシ1イング悪く，二って上ヒ較
的シ1イングの良かった1937年度に比して槻測成績が低下したのは遺憾な事實
である．
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v一一一2）雲の出現が非常に勘く，白雲の出現の頻繁だつた1937年度に比すと頗る
物足らなさを感じる．
3）バンド1ラ海峡の消失（或は極端な淡化）．
4）アリンの爪形の分離．
　5）マ1ガリチフエル湾の淡化．
6）アルジレ1の不明瞭．
7）北極地方からアシダリウム海，ルナエ湖附近の，黄雲に依る隠蔽．
8）ペチス運河とイ＝・ペンタ泉の二二・））））））））））?????????ガンヂス，イステル爾運河の地域の濃化．
ソリス湖の分離とタウマジや地方の確認．
シムプVガデス島の出現．
エリジウム地方の不明瞭．
シンメリウム海の西端トリトニス講とヒリや湖の合一？
トス・ネペンテス大轡曲運河及ニロシルチス二河は非常に明瞭．
デルトトン湾は稚々不明瞭．
ヘラス大陸申のヂ1湖確認
ヤオニス海峡は非常に濃く明瞭．
北極冠の結成に際し，黄雲との關係は明白に確認．
　　　　　　　　　観測を終って考ふべき事項
期待した程に良結果を得られなかった事は，上記した如く，火星の高度不足
による事が主たる原因であるが，1937年度に活躍された前田静雄，渡邊恒男爾
氏の出征による敏測があった事は，蔽ふべくもない重大原因である事は否めな
h．
何事に依らす，全ての仕事，特に二二は競孚がなくしては良い結果の出ない
事は三二であって，此の意味から云っても，前田，渡邊爾氏の不参：加は，木邊
部長，筆者は勿論，全課員に與へた影響は大なるものがあると思ふ．幸ひ雨氏
共・無事大任を果して飾還され，目下は職業の第一線に活躍されてるるから，
1941年度は再び，爾氏のより以上のカムバック振りが見られる事と期待してみ?．
39年度の衝を絡へて，本四華星面課としては・3回（1935・1937・1939年）の封
衝を選迎した事になる．覧るべき1941年度の衝を迎へ逡れば4回の封衝をキヤ
ツチする事になるので，この4回の観測の結果を纒めて，相當詳細な観測リボ
1ドを作成し度く思ってみる．この天界への各甥衝の観測の報告は，從って，
只輩に，観測参加者のリストと観測のアウトライン，表面の大野のフィチュアの
紹介に止めてみるのである事を改めて註しておく．より以上の詳細は，数年後
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獲表豫定の，O．A．A．火星課リボ1ド第1號を期待さオt．白い．
　本會の火星観測法を，も早や古い観測法であると噺じておられる會員もある
と聞く．筆者も勿論，これが良い方法とも新しい観測法とも考へてるない．只
B・A・A・の観測法の1部を踏襲したまNである・勿論これ以上耕新な槻測方法
へ進む考へも有ってみるが，會員中で，適當な：方法があれば，筆者宛御一一垂下
されば，部長とはかつて，吃音と認むれば喜んで其方法を採用し度い。
　以上で，1937年度の火星槻測概略報告を絡らうと思ふ．　一終一
訂正一見取圖数“天界”獲表白・京都市の樋上敏一氏から・6月1日～6月27
　日迄の10枚の見取圓を受領した・故に・樋上氏の見取圖藪は37枚となり，
　総合計は342枚となった故，御訂jE願ひ度い．
附記：去る七月10日，米國・1エル天文童のスライフ。E・C．　Slipher氏
　の火星観測報告記事が到着した・すぐ之れは急報435號に報じたが・止ヒの報
　告によると・スラィフ・氏は1939年度の火星を襯測するために・はるばる南
　アフリカのプル1ムフtンタイン市にあるラモンド・ホシ1天文毫（ミシガン
　大野天文豪の出張所）に出張し・約8000枚の火星爲眞を撮影した由．そして
　此の弔しい甲唄と，更に，数十年前から・1エル天文豪で撮影された幾萬枚
　の爲眞との比較研究をした結果・こ～にスラ・でフγ氏の獲た1939年度の結果
　を嚢表したものであって・米國の學者が9｛一L〈一やる如く・學會の開かれるのを
　待たすに，其の自信ある結論を，パ。と日刊新聞に獲表したものである．k一
　記の伊達氏の報告と・このスラィフ・氏の報告とを讃み比べて見ると，V・ろい
　ろ興味深い貼が指摘されると思ふから・本誌の丁丁に此のスライファ氏の主
　意を詳細に紹介するつもりである・編輯の都合で・この八月號には間に合は
　なかった．（山本）
　　　　　　　　　　　本會に一山部を新設
　近年學術の急激な進歩と・其れに慮じて本塗が會員及び謡曲全般に天文學上
の新知識を適確迅速に報翻し，研究と實地観測とに便せしめるため，今回・報
導部”を新設することNなった・止れと共に・急雨は報導部に於いて編輯する
ことSなる・さしあたり・報導部長は・山本一清博士・報導部員は高城武夫，
木立成婚，岡林滋樹の三盆よりなる．（急報434）
